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は
じ
め
に
　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
七
「
震
旦
魏
洲
史
、
雀
産
武
、
知
前
生
持
法
花
語
第
二
十
六
」
は
、
魏
州
刺
史
の
雀
産
武
が
、
州
内
の
視
察
中
、
あ
る
里
に
至
り
、
突
然
、
自
分
が
前
世
に
お
い
て
、
そ
の
里
で
人
妻
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
す
で
に
老
人
と
な
っ
て
い
た
夫
と
再
会
す
る
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
　
本
話
は
『
冥
報
記
』
中
巻
所
収
「
崔
彦
武
」
話
を
典
拠
と
す
る
。『
冥
報
記
』
の
諸
本
は
前
田
家
尊
経
閣
本
、
高
山
寺
本
、
知
恩
院
本
の
三
種
が
主
た
る
伝
本
で
あ
る
が
、
こ
の
説
話
は
前
田
家
本
で
は
中
巻
第
十
四
話
、
高
山
寺
本
で
は
中
巻
第
一
話
で
あ
り
、
知
恩
院
本
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
　
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
『
冥
報
記
』
を
出
典
と
す
る
他
の
説
話
同
様
、
本
話
も
『
今
昔
物
語
集
』
本
文
は
『
冥
報
記
』
前
田
家
本
に
近
く
、
と
り
わ
け
主
人
公
で
あ
る
崔
彦
武
の
名
を
前
田
家
本
で
は
「
崔
産
武
」
と
誤
っ
て
い
る
の
が
、『
今
昔
物
語
集
』
で
は
さ
ら
に
独
自
の
誤
写
も
加
わ
っ
て
「
雀
産
武
」
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
の
本
文
系
統
の
関
連
の
深
さ
が
特
に
明
白
な
一
話
で
あ
る
。
　
類
話
と
し
て
は
、
岩
波
古
典
大
系
本
に
お
け
る
注
釈
以
来
、『
弘
賛
法
華
伝
』
巻
九
、『
法
華
伝
記
』
巻
七
、『
法
華
霊
験
伝
』
巻
下
、『
法
苑
珠
林
』
巻
二
十
六
、『
太
平
広
記
』
巻
三
八
七
等
の
所
収
話
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
『
冥
報
記
』
を
典
拠
と
し
て
書
承
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
本
文
・
内
容
に
お
い
て
『
冥
報
記
』
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
本
話
に
は
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
本
文
・
内
容
の
大
き
く
異
な
る
類
話
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
白
敏
中
作
『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
所
収
崔
彦
武
説
話
で
あ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
を
含
め
、
後
続
の
様
々
な
説
話
集
に
所
収
話
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、『
冥
報
記
』
が
成
立
当
時
か
ら
広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
唐
代
の
社
会
の
中
で
、
そ
れ
ら
の
説
話
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
な
点
が
多
い
。『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
は
、
唐
代
の
寺
院
に
お
い
て
僧
侶
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
『
冥
報
記
』
説
話
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
示
す
、
稀
少
な
資
料
な
の
で
あ
る
。
　
本
稿
は
、『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
と
『
冥
報
記
』
の
本
文
を
比
較
し
、
　
『
冥
報
記
』崔
彦
武
説
話
と『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』『
今
昔
物
語
集
』
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『
冥
報
記
』
の
表
現
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、『
冥
報
記
』
か
ら
『
今
昔
物
語
集
』
へ
と
継
承
さ
れ
た
も
の
と
、
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
一　
白
敏
中
作
『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
　
『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
の
作
者
で
あ
る
白
敏
中
は
、
字
は
用
晦
、
并
州
太
原
（
祖
籍
。
本
人
は
華
州
下
に
生
ま
れ
た
）
の
人
で
、
白
居
易
・
白
行
簡
の
従
兄
弟
で
あ
る
。
徳
宗
の
貞
元
八
年
（
７
９
２
）
に
生
ま
れ
、
懿
宗
の
咸
通
二
年
（
８
６
１
）
に
没
し
た
。『
旧
唐
書
』
卷
一
六
六
・『
新
唐
書
』
卷
一
一
九
に
立
伝
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
１
９
５
９
年
に
出
土
し
た
『
白
敏
中
墓
志
』
が
西
安
碑
林
博
物
館
に
現
存
す
る
。
穆
宗
の
長
慶
（
８
２
１
〜
８
２
４
）
の
初
め
に
進
士
と
な
り
、
河
東
節
度
使
の
李
聽
の
辟
召
を
受
け
、
そ
の
幕
僚
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
、『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
は
そ
の
時
期
の
作
で
あ
る
。
　
宝
暦
元
年
（
８
２
５
）、
李
聽
は
、
即
位
し
た
ば
か
り
の
敬
宗
よ
り
義
成
軍
節
度
使
（
鄭
滑
節
度
使
）
を
拝
命
し
（『
新
唐
書
』
巻
一
五
四
）、
滑
州
（
現
在
の
河
南
省
滑
県
・
長
垣
県
・
延
津
県
）
に
赴
任
し
た
。『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
冒
頭
に
「
唐
乙
巳
歳
」
と
見
え
る
の
は
、
こ
の
宝
暦
元
年
の
こ
と
で
あ
る
。
　
翌
宝
暦
二
年
（
８
２
６
）
五
月
、
李
聽
は
部
下
ら
を
引
き
連
れ
て
当
地
の
明
福
寺
に
遊
び
、
寺
名
の
由
来
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
定
俊
と
い
う
僧
が
『
冥
報
記
』
に
載
せ
る
と
こ
ろ
と
し
て
、「
崔
彦
武
」
の
話
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
『
冥
報
記
』
に
説
く
と
こ
ろ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
末
尾
の
部
分
に
、
転
生
し
た
妻
と
の
再
会
に
感
動
し
た
夫
が
自
宅
を
寺
と
す
る
こ
と
に
し
、
崔
彦
武
が
そ
れ
に
協
力
し
た
と
い
う
独
自
の
展
開
が
見
ら
れ
、
全
体
が
明
福
寺
の
縁
起
譚
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
話
に
感
心
し
た
李
聽
は
、
明
福
寺
に
浮
図
（
仏
塔
）
を
建
て
る
こ
と
を
決
意
し
、
浮
図
は
八
月
に
落
成
し
た
。
そ
の
際
に
李
聽
が
白
敏
中
に
命
じ
て
執
筆
さ
せ
た
の
が
『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
な
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
滑
州
に
お
け
る
李
聽
の
善
政
よ
り
説
き
起
こ
し
、
明
福
寺
を
訪
問
し
た
こ
と
、
寺
の
縁
起
と
し
て
の
崔
彦
武
説
話
、
李
聽
の
建
て
た
塔
の
威
容
、
明
福
寺
の
不
思
議
な
縁
起
譚
を
記
録
す
る
こ
と
の
意
義
等
を
記
す
。
　
『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
は
、『
文
苑
英
華
』
巻
八
二
〇
及
び
『
全
唐
文
』
卷
七
三
九
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
所
収
『
文
苑
英
華
』
本
文
を
『
全
唐
文
』
所
収
本
文１
に
よ
り
校
訂
し
、
句
読
点
等
を
施
し
た
も
の
を
掲
げ
る
。
『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』　
白
敏
中
　
唐
乙
巳
歳
、
帝
命
司
空
隴
西
公
作
藩
於
滑
。
公
既
至
、
問
甲
士
以
安
、
問
文
吏
以
理
、
問
黎
人
之
疾
苦
。
翊
月
之
後
、
既
安
且
理
而
無
疾
苦
。
　
明
年
夏
五
月
暇
日
、
公
與
監
軍
・
軍
倅
・
賓
介
遊
於
仏
寺
。
寺
号
明
福
、
因
詢
明
福
之
義
。
有
僧
定
俊
曰
「『
冥
報
記
』
云
、
隋
開
皇
年
中
、
滑
人
杜
明
福
妻
斎
氏
、
嘗
読
『
法
華
經
』、
没
後
為
崔
氏
男
子
、
名
彦
武
。
至
仁
寿
四
年
、
崔
年
三
十
、
為
滑
守
。
一
日
、
了
然
通
前
生
事
、
顧
謂
従
者
曰
『
吾
昔
為
此
郡
人
婦
、
今
知
家
処
。』
因
乗
馬
抵
城
、
入
修
巷
、
指
門
而
呼
杜
氏
。
明
福
老
矣
、
疾
出
拜
迎
。
崔
入
門
先
昇
堂
、
指
東
壁
之
隆
処
、
謂
明
福
曰
『
吾
昔
所
持
経
巻
金
釵
、
蔵
於
此
。
第
七
巻
、
紙
末
火
字
滅
、
今
每
念
至
此
、
常
不
終
巻
。』
因
壊
垣
、
果
得
経
並
釵
。
其
末
処
咸
如
説
。
複
指
庭
前
樹
曰
『
吾
常
断
髪
、
置
諸
穴
中
。』
取
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之
又
得
。
明
福
殆
不
勝
情
、
云
『
皆
亡
室
之
所
遺
記
也
。』
比
計
物
故
之
日
、
及
生
之
年
、
略
無
差
焉
。『
噫
、
霊
験
応
兆
既
如
彼
、
存
没
契
会
又
如
此
。』
感
歎
久
之
。
遂
請
施
宅
為
寺
。
崔
即
日
為
之
上
言
、
請
置
寺
、
因
号
明
福
。
由
是
起
殿
中
虚
屋
、
周
廊
四
廻
、
前
三
其
門
、
庭
二
其
台
、
架
危
楼
以
声
鍾
、
植
修
茎
以
飛
旙
、
界
宇
峻
厳
、
宛
如
鷲
山
。
於
茲
三
百
有
余
年
矣
。」
公
異
其
事
、
惜
無
銘
記
、
遂
勒
石
以
載
。
既
而
出
家
財
、
修
浮
図
、
賈
彼
余
力
、
因
其
隙
時
、
人
楽
就
役
、
物
無
枉
耗
。
越
七
月
、
浮
図
成
。
峻
層
孤
危
、
高
無
有
倫
、
圧
地
貫
天
。
泉
縮
石
低
、
鉄
輪
周
回
、
風
鐸
四
鳴
。
軍
城
用
為
壮
観
。
　
公
命
敏
中
援
筆
以
記
。
敏
中
蹶
然
而
起
曰
「
釈
氏
之
教
、
其
来
久
矣
。
漢
魏
以
降
、
複
煽
而
熾
。
其
教
以
禅
定
・
慈
忍
・
報
応
・
斎
戒
為
事
、
亦
以
是
誘
掖
人
心
、
輔
助
王
化
。
何
者
。
先
王
恭
黙
無
為
之
道
、
乃
禪
定
乎
。
忠
恕
惻
憫
之
訓
、
乃
慈
忍
乎
。
懲
悪
勧
善
之
法
、
乃
報
応
乎
。
防
欲
閑
邪
之
礼
、
乃
斎
戒
乎
。
分
其
教
而
則
殊
、
帰
於
礼
而
何
異
。
子
不
語
怪
力
乱
神
、
悪
其
人
之
惑
也
。
今
崔
氏
之
応
、
足
彰
福
善
之
理
、
焉
可
同
怪
神
乎
。」
故
得
直
而
書
之
、
無
愧
詞
於
戲
。
公
不
至
寺
、
誰
表
其
異
。
寺
不
値
公
、
誰
為
之
記
。
時
也
皇
帝
之
代
、
宝
暦
二
祀
、
白
露
之
秋
、
八
月
癸
未
。
因
其
異
而
致
其
施
、
施
乎
弛
而
増
其
圯
。
後
之
人
兮
、
知
我
公
修
浮
図
之
義２
。
二　
『
冥
報
記
』
と
『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
の
　
　
崔
彦
武
説
話
　
ま
ず
、『
冥
報
記
』
と
『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』（
以
下
『
浮
図
記
』
と
略
す
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
崔
彦
武
」
説
話
の
冒
頭
の
部
分
に
つ
い
て
、
書
き
下
し
た
上
で
比
較
を
行
い
た
い
。『
冥
報
記
』
本
文
は
、『
今
昔
物
語
集
』
と
の
同
文
性
の
強
い
前
田
家
本
は
本
話
に
つ
い
て
は
誤
写
が
多
い
の
で
、
こ
こ
で
は
高
山
寺
本
に
拠
り
、
他
本
を
参
照
し
て
字
句
を
改
め
、
句
読
点
を
加
え
た
本
文
を
使
用
す
る３
。
隋
の
開
皇
中
、
魏
州
刺
史
博
陵
の
崔
彦
武
、
行
部
に
因
り
一
の
邑
に
至
り
、
愕
然
と
し
て
従
者
に
謂
ふ
。『
吾
、
昔
甞
て
此
の
邑
中
に
在
り
て
人
の
婦
と
為
れ
り
。
今
に
家
処
を
知
れ
り
。』
と
。
馬
を
廻
ら
せ
脩
巷
に
入
り
、
曲
り
て
一
家
に
至
り
、
門
を
叩
き
て
主
人
に
命
ず
。
 
（『
冥
報
記
』）
隋
の
開
皇
年
中
、
滑
の
人
、
杜
明
福
の
妻
斎
氏
、
嘗
て
『
法
華
經
』
を
読
み
、
没
後
に
崔
氏
の
男
子
と
為
る
。
名
は
彦
武
な
り
。
仁
寿
四
年
に
至
り
、
崔
、
年
三
十
、
滑
の
守
と
為
る
。
一
日
、
了
然
と
し
て
前
生
の
事
に
通
じ
、
顧
み
て
従
者
に
謂
ひ
て
曰
く
『
吾
、
昔
、
此
の
郡
の
人
婦
為
り
。
今
に
家
処
を
知
る
。』
と
。
因
り
て
馬
に
乗
り
城
に
抵
り
、
修
巷
に
入
り
て
、
門
を
指
し
て
杜
氏
を
呼
ば
ふ
。 
（『
浮
図
記
』）
　
『
浮
図
記
』
で
は
、
最
初
に
『
法
華
経
』
持
経
者
で
あ
る
滑
の
斎
氏
が
没
後
に
崔
彦
武
に
転
生
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
崔
彦
武
が
前
世
の
記
憶
を
取
り
戻
し
た
こ
と
に
対
し
、
読
者
は
意
外
性
は
感
じ
な
い
。
し
か
し
、
『
冥
報
記
』
で
は
、
崔
彦
武
は
あ
る
村
に
や
っ
て
来
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
唐
突
に
前
世
の
記
憶
を
取
り
戻
し
て
「
愕
然
」
と
な
り
、
展
開
の
唐
突
さ
の
故
に
、
こ
の
「
愕
然
」
を
読
者
も
共
有
す
る
こ
と
と
な
る
。『
今
昔
物
語
集
』
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と
本
文
上
の
共
通
点
の
多
い
前
田
家
本
で
は
、「
愕
然
驚
喜
」
と
さ
ら
に
詳
し
い
心
理
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。『
浮
図
記
』
に
は
「
愕
然
」
の
語
は
な
く
、
崔
彦
武
が
は
っ
き
り
と
記
憶
を
取
り
戻
し
た
こ
と
を
表
す
「
了
然
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
崔
彦
武
が
如
何
に
詳
細
に
前
世
を
思
い
出
し
た
か
は
、
後
の
本
文
で
明
瞭
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
実
は
「
了
然
」
は
不
要
の
贅
言
で
あ
る
。
　
続
い
て
『
冥
報
記
』『
浮
図
記
』
と
も
に
、
崔
彦
武
が
「
脩
巷
（
細
長
い
路
地
）」
に
入
り
、
旧
宅
を
目
指
し
た
こ
と
を
描
写
す
る
。
こ
の
「
脩
巷
」
の
一
語
は
、
地
元
の
人
間
し
か
知
ら
な
い
路
地
の
細
道
を
迷
い
な
く
崔
彦
武
が
進
む
こ
と
が
出
来
た
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、「
前
世
の
自
分
が
暮
ら
し
て
い
た
場
所
」
と
い
う
非
日
常
空
間
へ
の
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
の
象
徴
で
も
あ
る
。
物
語
に
お
い
て
は
異
空
間
へ
の
移
行
に
は
、
狭
路
の
通
過
は
必
須
の
要
件
で
あ
る
。『
浮
図
記
』
で
は
「
馬
に
乗
り
城
に
抵
り
、
修
巷
に
入
り
て
、
門
を
指
し
て
杜
氏
を
呼
ば
ふ
」
と
旧
宅
へ
の
道
の
り
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
描
か
れ
る
が
、『
冥
報
記
』
で
は
「
馬
を
廻
ら
せ
」
て
脩
巷
に
入
り
、「
曲
り
て
」
旧
宅
に
至
る
。
旧
宅
ま
で
の
道
の
入
り
組
み
様
の
表
現
が
、
日
常
か
ら
非
日
常
へ
の
距
離
感
を
表
す
と
と
も
に
、
崔
彦
武
の
前
世
の
記
憶
が
細
部
に
至
る
ま
で
鮮
明
で
あ
る
こ
と
を
言
外
に
表
現
し
て
い
る
。
　
家
に
入
る
と
、『
浮
図
記
』
で
は
「
崔
、
門
に
入
り
て
先
づ
堂
に
昇
り
、
東
壁
の
の
隆
き
処
を
指
し
」、
斎
氏
が
隠
し
た
法
華
経
と
金
釵
を
壁
の
中
か
ら
取
り
出
さ
せ
る
。
こ
の
部
分
は
『
冥
報
記
』
で
は
「
東
壁
の
上
、
地
を
去
る
こ
と
六
七
尺
に
高
く
隆
せ
し
有
る
を
視
て
」
と
、
よ
り
主
観
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
法
華
経
と
金
釵
を
取
り
出
し
た
後
は
、
以
下
の
よ
う
に
話
が
展
開
す
る
。
主
人
涕
泣
し
て
曰
く
「
亡
妻
存
ぜ
し
日
、
常
に
此
経
を
読
む
。
釵
も
亦
、
是
れ
亡
妻
の
物
な
り
。
妻
は
産
に
因
り
て
死
に
、
遂
に
所
在
を
失
う
。
使
君
乃
ち
其
の
処
を
示
す
と
は
謂
は
ざ
り
き
。」
と
。
彦
武
亦
云
は
く
「
庭
前
の
槐
樹
は
、
吾
産
せ
ん
と
欲
せ
し
時
、
自
ら
頭
髮
を
解
き
、
此
の
樹
の
穴
中
に
置
け
り
。
試
み
に
人
を
し
て
探
ら
し
め
よ
。」
果
し
て
髮
を
得
た
り
。
主
人
、
是
に
於
い
て
悲
し
び
喜
ぶ
。
彦
武
、
衣
物
を
留
め
、
厚
く
主
人
に
給
ひ
て
去
れ
り
。 
（『
冥
報
記
』）
　
『
浮
図
記
』
で
は
亡
妻
の
死
因
に
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
が
、『
冥
報
記
』
で
は
出
産
が
原
因
で
死
亡
し
た
こ
と
を
主
人
が
語
り
、
そ
れ
を
受
け
て
崔
彦
武
が
出
産
の
際
に
解
い
て
隠
し
た
髪
の
話
を
す
る
、
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
お
り
、
遺
品
の
法
華
経
と
金
釵
を
見
た
夫
が
妻
の
死
を
回
顧
す
る
こ
と
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
上
、
有
機
的
に
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
言
葉
の
中
で
、
主
人
は
妻
の
こ
と
を
「
亡
妻
」
と
呼
び
、
崔
彦
武
に
対
し
て
は
刺
使
へ
の
尊
称
で
あ
る
「
使
君
」
で
呼
称
し
て
お
り
、
主
人
が
両
者
を
完
全
に
は
同
一
人
と
認
識
せ
ず
、
区
別
し
て
い
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
妻
の
髪
を
見
る
に
及
ん
で
「
主
人
、
是
に
於
い
て
悲
し
び
喜
ぶ
。」。
　
何
故
、「
是
に
於
い
て
」
で
あ
る
の
か
。
妻
の
愛
用
し
て
い
た
法
華
経
と
金
釵
を
見
た
時
、
夫
は
亡
妻
を
思
い
出
し
、
悲
し
み
に
よ
り
涕
泣
し
た
が
、
身
体
の
一
部
で
あ
る
髪
が
崔
彦
武
の
言
に
よ
り
出
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
同
一
人
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
認
識
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
不
幸
な
死
に
方
を
し
た
妻
が
、
前
世
に
勝
る
境
遇
（
男
で
、
な
お
か
つ
地
方
長
官
）
に
転
生
し
て
再
会
で
き
た
こ
と
を
、
よ
う
や
く
喜
ぶ
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
〔　　〕5
る
、
と
解
釈
で
き
よ
う
。
　
し
か
し
、『
浮
図
記
』
で
は
、
亡
妻
の
死
に
主
人
が
思
い
を
致
し
、
妻
が
臨
終
の
際
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
い
う
や
り
と
り
が
無
く
、
崔
彦
武
が
法
華
経
と
金
釵
に
連
続
し
て
髪
の
置
き
場
所
も
述
べ
て
お
り
、
愛
用
品
で
あ
る
経
巻
や
釵
と
身
体
の
一
部
で
あ
る
髪
が
主
人
の
心
理
に
与
え
た
影
響
の
差
異
に
つ
い
て
窺
え
る
描
写
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
同
列
に
見
な
さ
れ
、
主
人
は
「
皆
、
亡
室
の
遺
し
記
せ
し
所
な
り
」
と
言
う
。
主
人
が
涕
泣
し
た
と
い
う
描
写
も
な
く
、
そ
の
心
情
は
「
殆
ど
情
に
勝
へ
ず
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
明
福
殆
ど
情
に
勝
へ
ず
云
は
く
『
皆
、
亡
室
の
遺
し
記
せ
し
所
な
り
。』
と
。
物
故
の
日
を
比
べ
計
り
て
、
生
る
る
の
年
に
及
ぶ
に
、
略ほぼ
差
無
し
。
『
あ
あ
、
霊
験
応
兆
、
既
に
彼
の
如
し
。
存
没
契
会
、
又
此
の
如
し
。』
感
歎
す
る
こ
と
、
こ
れ
久
し
。
遂
に
請
ひ
て
宅
を
施
し
て
寺
と
為
す
。
崔
、
即
日
、
之
が
為
に
上
言
し
、
寺
を
置
く
を
請
ふ
。 
（『
浮
図
記
』）
　
亡
妻
の
遺
物
を
確
認
し
た
後
、
妻
の
命
日
と
崔
彦
武
の
生
年
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
を
知
り
、
夫
は
法
華
経
の
霊
験
に
「
感
歎
」
し
、
自
宅
を
寺
と
し
て
寄
進
す
る
こ
と
を
決
心
し
、
崔
彦
武
が
申
請
を
行
っ
た
、
と
い
う
の
が
『
浮
図
記
』
の
展
開
で
あ
る
。
　
『
冥
報
記
』
と
『
浮
図
記
』
の
崔
彦
武
説
話
は
、
大
枠
の
展
開
は
、
末
尾
の
部
分
を
除
い
て
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
文
章
表
現
の
差
異
に
よ
っ
て
、
文
学
的
に
は
全
く
異
な
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
　
『
冥
報
記
』
は
、
転
生
し
た
妻
と
の
意
外
な
再
会
を
果
た
し
た
夫
の
驚
き
と
、
改
め
て
よ
み
が
え
っ
た
悲
し
み
が
癒
さ
れ
る
過
程
が
丁
寧
に
描
写
さ
れ
、妻
の
人
生
の
完
結
を
受
け
入
れ
た
両
者
が
別
れ
て
物
語
が
閉
じ
ら
れ
る
。
　
そ
れ
に
対
し
て
、『
浮
図
記
』
で
は
、
再
会
し
た
夫
婦
の
感
情
の
機
微
に
は
ほ
と
ん
ど
踏
み
込
ま
ず
、
前
世
の
記
憶
が
呼
び
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
霊
験
に
対
す
る
驚
嘆
に
比
重
が
置
か
れ
、
生
年
の
照
合
と
い
う
『
冥
報
記
』
に
は
な
い
要
素
が
含
ま
れ
、
全
て
の
証
拠
が
見
事
に
符
合
し
た
時
の
信
仰
的
「
感
歎
」
が
核
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
崔
彦
武
が
主
人
に
衣
服
や
物
品
を
送
る
と
い
う
夫
婦
の
情
愛
の
不
変
を
示
す
一
段
が
無
く
な
り
、
両
者
が
協
力
し
て
明
福
寺
を
創
建
す
る
、
と
い
う
展
開
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
次
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
冥
報
記
』
と
『
浮
図
記
』
の
影
響
関
係
で
あ
る
。明
福
寺
の
僧
定
俊
は
、そ
の
語
り
の
始
め
に
「『
冥
報
記
』
に
云
ふ
」
と
言
い
な
が
ら
、『
冥
報
記
』
と
は
異
な
る
話
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
話
が
根
拠
の
薄
弱
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
冒
頭
の
内
容
か
ら
も
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。「
開
皇
年
中
、
滑
の
人
、
杜
明
福
の
妻
斎
氏
、
嘗
て
『
法
華
經
』
を
読
み
、
没
後
に
崔
氏
の
男
子
と
為
る
。
名
は
彦
武
な
り
。
仁
寿
四
年
に
至
り
、
崔
、
年
三
十
、
滑
の
守
と
為
る
。」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
開
皇
年
間
に
死
去
し
た
斎
氏
が
、
崔
彦
武
に
転
生
し
、
仁
寿
四
年
に
三
十
歳
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
開
皇
元
年
（
５
８
１
）
か
ら
仁
寿
四
年
（
６
０
４
）
ま
で
は
二
十
四
年
し
か
な
い
の
で
、
開
皇
中
に
死
亡
し
転
生
し
た
人
間
が
仁
寿
四
年
に
三
十
歳
に
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
語
り
の
最
後
に
「
茲
に
三
百
有
余
年
な
り
」
と
あ
る
の
も
、
出
鱈
目
で
あ
る
。
　
こ
の
年
号
の
杜
撰
さ
は
、『
浮
図
記
』
話
が
成
立
し
た
の
が
、
開
皇
や
仁
寿
が
何
年
ぐ
ら
い
前
な
の
か
、
も
は
や
実
感
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。『
冥
報
記
』
の
編
者
で
あ
る
唐
臨
や
、
そ
の
取
材
〔　　〕6
源
で
あ
る
崔
敦
礼
に
と
っ
て
は
、
開
皇
は
自
身
の
生
ま
れ
た
年
代
で
あ
り
、
崔
彦
武
説
話
は
遙
か
昔
の
出
来
事
で
は
な
か
っ
た
。『
冥
報
記
』「
崔
彦
武
」
話
の
末
尾
に
は
、
本
話
を
唐
臨
に
語
っ
た
人
物
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
崔
尚
書
敦
礼
、
説
き
て
然
云
ふ
。
往
年
、
盧
文
勵
に
見まみ
ゆ
る
に
亦
同
じ
。
但
し
斉
州
刺
史
に
し
て
姓
名
を
得
ず
、
と
言
ふ
。
崔
の
具そなはれ
る
に
如
か
ず
。
故
に
崔
の
録
に
依
れ
り
。
唐
臨
は
、
こ
の
話
の
情
報
源
と
し
て
崔
敦
礼
と
盧
文
勵
の
二
人
を
挙
げ
て
い
る
。
盧
文
勵
は
、『
冥
報
記
』
に
お
い
て
は
、
巻
中
「
盧
文
厲
」、
巻
下
「
殷
安
仁
」「
趙
士
」
の
話
者
で
も
あ
り
、「
盧
文
厲
」
は
、
廬
文
厲
が
江
南
で
腹
の
病
に
罹
っ
た
際
、
観
音
を
念
じ
る
と
、
観
音
菩
薩
が
現
れ
て
腹
中
の
穢
物
を
取
り
除
い
て
く
れ
て
、
病
気
が
快
癒
し
た
、
と
い
う
本
人
の
体
験
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
盧
文
厲
」
話
の
末
尾
に
は
「
実
に
臨
と
同
じ
く
御
吏
為
り
し
と
き
、
自
ら
説
き
て
尓
云
へ
り
」（
前
田
家
本
）
と
あ
り
、
唐
臨
は
、
貞
観
中
、
侍
御
史
で
あ
っ
た
時
期
に
監
察
御
史
で
あ
っ
た
盧
文
勵
か
ら
、
御
史
台
の
同
僚
と
し
て
こ
れ
ら
の
説
話
を
聞
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
「
崔
彦
武
」
話
に
つ
い
て
は
、
盧
文
勵
の
語
っ
た
話
で
は
斉
州
刺
史
（
前
田
家
本
で
は
「
斉
の
時
の
刺
史
」）
で
姓
名
は
不
詳
と
の
こ
と
で
あ
り
、
詳
し
い
話
で
は
な
か
っ
た
の
で
採
用
し
な
か
っ
た
。
別
の
機
会
に
、
よ
り
詳
細
な
内
容
の
崔
敦
礼
に
よ
る
記
録
を
見
て
、
そ
れ
に
拠
っ
て
本
話
を
記
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
崔
敦
礼
は
、『
旧
唐
書
』
巻
八
一
・『
新
唐
書
』
巻
一
〇
六
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
。
開
皇
十
六
年
（
５
９
６
）
に
生
ま
れ
、
顕
慶
元
年
（
６
５
６
）
に
六
十
一
歳
で
死
去
し
て
お
り
、
唐
臨
よ
り
も
わ
ず
か
に
年
上
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
時
代
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
。『
冥
報
記
』
巻
下
「
韋
慶
植
」
の
話
者
で
も
あ
る
。「
韋
慶
植
」
話
も
唐
臨
は
複
数
の
人
物
か
ら
聞
い
て
い
る
が
、
崔
敦
礼
か
ら
聞
い
た
話
が
詳
し
か
っ
た
と
し
て
い
る４
。「
崔
彦
武
」
話
に
つ
い
て
も
、
崔
敦
礼
の
記
録
し
た
話
を
唐
臨
に
見
せ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
崔
自
身
で
あ
ろ
う
。
崔
敦
礼
は
、
貞
観
二
十
年
（
６
４
６
）
に
兵
部
尚
書
と
な
り
、
永
徽
四
年
（
６
５
３
）
に
侍
中
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
唐
臨
が
尚
書
で
あ
っ
た
崔
敦
礼
の
記
録
を
見
た
の
は
、
貞
観
二
十
年
か
ら
永
徽
四
年
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
唐
臨
が
、
崔
敦
礼
や
盧
文
勵
か
ら
入
手
し
た
話
に
は
、
お
そ
ら
く
、
明
福
寺
の
縁
起
へ
と
連
な
る
要
素
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
内
容
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
唐
臨
が
そ
れ
を
現
行
の
よ
う
な
結
末
に
改
変
す
る
理
由
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
唐
臨
は
『
冥
報
記
』
序
文
に
お
い
て
、
「
具
陳
所
受
及
聞
見
由
縁
、
言
不
飾
文
、
事
専
揚
確
」（
高
山
寺
本
）
と
、
入
手
し
た
話
を
誇
張
せ
ず
正
確
に
詳
し
く
記
す
こ
と
を
執
筆
方
針
と
し
た
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
　
『
浮
図
記
』
崔
彦
武
説
話
は
、
定
俊
の
語
り
に
『
冥
報
記
』
と
い
う
書
名
が
明
言
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
叙
述
構
成
や
表
現
等
、『
冥
報
記
』
を
参
照
し
て
踏
襲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
も
存
在
す
る
。
で
は
、
縁
起
譚
要
素
が
、
崔
彦
武
説
話
を
明
福
寺
の
縁
起
と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
に
明
福
寺
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た
独
自
要
素
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
つ
頃
、
如
何
な
る
理
由
で
為
さ
れ
た
の
か
。
　
そ
の
点
に
つ
い
て
示
唆
的
な
考
察
が
見
ら
れ
る
の
が
、
河
南
省
の
代
表
的
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新
聞
の
一
つ
で
あ
る
『
大
河
報
』
の
連
載
コ
ラ
ム
「
厚
重
河
南
」
に
発
表
さ
れ
た
歴
史
エ
ッ
セ
イ
「
明
福
寺
就
是
大
雲
寺
？　
滑
台
大
会
定
宗
旨
系
列
之
三
」（
２
０
１
０
年
10
月
15
日
付
）
で
あ
る５
。
執
筆
者
は
、
大
河
報
首
席
記
者
、
于
茂
世
で
あ
る
。
　
于
は
、
唐
代
の
禅
僧
荷
沢
神
会
が
南
宗
の
北
宗
に
対
す
る
優
位
を
説
い
た
滑
台
大
会
が
行
わ
れ
た
滑
台
大
雲
寺６
の
後
身
が
、
同
じ
く
「
滑
台
」
を
冠
す
る
唯
一
の
寺
院
、
滑
台
明
福
寺
で
あ
る
と
い
う
推
測
を
前
提
と
し
て
、
崔
彦
武
説
話
が
明
福
寺
の
縁
起
と
さ
れ
た
の
は
、
則
天
武
后
に
よ
る
全
国
規
模
で
の
大
雲
寺
設
立
時
代
と
考
え
る
。
則
天
武
后
が
自
ら
の
即
位
の
正
当
性
の
証
明
と
し
て
『
大
雲
経
』
の
「
即
以
女
身
、
当
王
国
土
」
と
い
う
文
言
を
利
用
し
、
全
国
各
地
に
大
雲
寺
建
立
を
指
示
し
た
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
滑
台
大
雲
寺
で
は
「
女
身
太
守
」
の
物
語
（
実
際
に
は
男
子
に
転
生
し
て
太
守
に
な
っ
た
話
で
あ
る
が
）
を
寺
院
の
縁
起
と
し
て
再
構
成
し
た
が
、
武
周
革
命
は
や
が
て
終
わ
り
を
告
げ
、
復
興
し
た
唐
の
朝
廷
か
ら
は
大
雲
寺
の
廃
止
と
開
元
寺
の
創
設
が
命
令
さ
れ
た
。
こ
の
新
し
い
命
令
に
対
し
て
、
滑
州
で
は
、
域
内
に
す
で
に
開
元
寺
と
い
う
名
の
寺
が
存
在
し
て
い
た
の
で
、
大
雲
寺
を
開
元
寺
で
は
な
く
明
福
寺
と
改
名
し
た
。
し
か
し
、
縁
起
譚
は
そ
の
ま
ま
残
っ
た
。
于
茂
世
に
よ
る
仮
説
を
略
述
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
な
る
。
　
人
妻
が
官
僚
に
転
生
し
た
と
い
う
崔
彦
武
説
話
の
特
殊
性
を
考
え
る７
と
、
こ
の
説
話
の
寺
院
縁
起
へ
の
組
み
入
れ
を
武
周
革
命
と
関
連
づ
け
る
于
の
説
は
、
推
測
に
基
づ
く
仮
説
で
は
あ
る
が
、
蓋
然
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
　
因
み
に
明
福
寺
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
が
、
李
聽
の
建
て
た
明
福
寺
塔
は
現
存
し
て
お
り
、
２
０
０
１
年
に
全
国
重
点
文
物
保
護
单
位
に
指
定
さ
れ
て
い
る８
。
三　
『
冥
報
記
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
の
表
現
の
比
較
　
『
冥
報
記
』
を
『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
と
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
浮
図
記
』
が
宗
教
的
な
感
銘
を
物
語
の
核
に
据
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
冥
報
記
』
は
夫
婦
の
情
愛
を
主
題
と
し
て
い
る
と
い
う
、
方
向
性
の
相
違
が
明
白
に
な
っ
た
。
唐
代
初
期
に
成
立
し
た
『
冥
報
記
』
は
、
南
北
朝
期
に
多
く
出
現
し
、
そ
の
表
現
が
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
あ
る
が
故
に
魯
迅
が
『
中
国
小
説
史
略９
』
に
お
い
て
「
釈
子
輔
敎
の
書
」
と
称
し
て
、
そ
の
文
学
性
を
高
く
評
価
し
な
か
っ
た
従
来
の
仏
教
説
話
集
と
は
一
線
を
画
し
、
唐
代
伝
奇
の
萌
芽
と
も
謂
う
べ
き
文
学
性
を
有
し
て
い
る
。『
冥
報
記
』
に
お
い
て
、
そ
の
文
学
性
を
成
立
さ
せ
て
い
る
の
が
、
他
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
し
た
時
の
細
部
の
微
妙
な
表
現
の
差
異
に
込
め
ら
れ
て
い
る
含
意
な
の
で
あ
る
。
　
『
法
苑
珠
林
』
巻
二
十
六
宿
命
篇
第
十
八
に
は
、『
冥
報
記
』
か
ら
の
引
用
に
よ
る
崔
彦
武
説
話
を
含
め
、
九
話
の
転
生
説
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
『
法
苑
珠
林
』
の
崔
彦
武
説
話
に
は
問
題
が
あ
る
。『
法
苑
珠
林
』
で
は
、
崔
彦
武
が
見
つ
け
さ
せ
た
経
と
釵
を
見
て
主
人
が
云
う
言
葉
が
「
亡
妻
存
日
、
常
誦
此
経
。
釵
亦
是
其
処Ａ
。」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
来
の
主
人
の
言
葉
に
あ
っ
た
「
亡
妻
存
日
、
常
読
此
経
。
釵
亦
是
亡
妻
之
物
。
妻
因
産
死
、
遂
失
所
在
。
不
謂
使
君
乃
示
其
処
。」
と
い
う
言
葉
の
う
ち
「
亡
妻
之
物
。
妻
因
産
死
、
遂
失
所
在
。
不
謂
使
君
乃
示
」
の
部
分
が
欠
落
し
て
し
ま
い
、
夫
が
遺
品
か
ら
妻
の
死
に
思
い
を
致
し
、
少
し
ず
つ
崔
彦
武
を
妻
と
認
め
て
ゆ
く
、
と
い
う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
心
理
の
推
移
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に
「
釈
子
輔
敎
の
書
」
と
し
て
、
本
話
を
収
録
す
る
『
法
苑
珠
林
』
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
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『
今
昔
物
語
集
』（
以
下
『
今
昔
』
と
略
す
）
の
場
合
は
、
こ
の
部
分
は
次
の
様
に
な
っ
て
い
る
。
家
主
、
此
レ
ヲ
聞
テ
本
縁
ヲ
不
知
ザ
ル
ガ
故
ニ
、
怪
ム
デ
産
武
ニ
其
ノ
故
ヲ
問
フ
。
産
武
答
テ
云
ク
、「
汝
ヂ
不
知
ズ
ヤ
、
我
レ
ハ
此
レ
、
汝
ガ
妻
ト
シ
テ
此
ノ
家
ニ
有
リ
キ
。
我
レ
、
産
ニ
依
テ
死
セ
リ
シ
也
」。
家
主
、
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
、
涙
ヲ
流
シ
テ
泣
キ
悲
ム
デ
云
ク
、「
実
ニ
、
失
セ
ニ
シ
我
ガ
妻
、
常
ニ
此
ノ
経
ヲ
読
誦
シ
奉
リ
キ
。
亦
、
釵
、
其
ノ
人
ノ
物
也
。
君
、
昔
ノ
我
ガ
妻
ニ
在
シ
ケ
リ
。
但
シ
、
其
ノ
人
ノ
死
シ
時
、
自
ノ
髪
ヲ
切
テ
キ
。
而
ル
ニ
、
其
ノ
置
ク
所
ヲ
隠
シ
テ
我
レ
ニ
不
云
ザ
リ
キ
。
君
、
即
チ
其
ノ
髪
置
キ
給
ケ
ム
所
ヲ
教
ヘ
給
ヘ
」
トＢ
。
　
妻
が
出
産
に
よ
っ
て
死
ん
だ
と
い
う
事
実
の
再
確
認
が
、
感
情
の
変
化
の
重
要
な
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
う
点
で
は
『
冥
報
記
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
遺
物
か
ら
夫
が
妻
の
臨
終
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
い
う
の
で
は
な
く
、
不
審
が
る
夫
の
疑
念
を
説
く
た
め
に
、
雀
産
武
自
身
が
「
我
レ
ハ
此
レ
、
汝
ガ
妻
ト
シ
テ
此
ノ
家
ニ
有
リ
キ
。
我
レ
、
産
ニ
依
テ
死
セ
リ
シ
也
」
と
明
言
し
、
主
人
も
「
涙
ヲ
流
シ
テ
泣
キ
悲
ム
デ
」、「
君
、
昔
ノ
我
ガ
妻
ニ
在
シ
ケ
リ
」
と
早
々
と
認
め
る
、
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
主
人
が
亡
妻
の
髪
の
在
処
を
雀
産
武
に
尋
ね
、
雀
産
武
が
そ
れ
を
木
の
穴
か
ら
取
り
出
さ
せ
る
と
、
主
人
は
さ
ら
に
嘆
き
が
深
ま
り
、「
此
レ
ヲ
見
テ
泣
キ
悲
ム
事
無
限
シ
」
と
い
う
状
態
に
な
る
。『
冥
報
記
』
の
主
人
が
、
身
体
の
一
部
で
あ
る
髪
を
見
る
に
及
ん
で
よ
う
や
く
崔
彦
武
を
妻
と
認
め
、
悲
し
み
の
中
に
喜
び
も
感
じ
る
の
に
比
べ
る
と
、
遺
品
を
見
る
度
に
「
泣
キ
悲
ム
事
」
の
み
が
繰
り
返
さ
れ
る
『
今
昔
』
の
人
間
描
写
は
浅
薄
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、『
今
昔
』
が
加
筆
し
た
独
自
本
文
で
あ
る
「
産
武
、
昔
ノ
事
ヲ
家
主
ニ
令
知
メ
テ
後
、
深
キ
契
ヲ
成
シ
テ
相
ヒ
語
フ
事
、
昔
ノ
夫
妻
ノ
時
ノ
如
シ
」
が
、
こ
の
説
話
の
テ
ー
マ
が
転
生
を
経
て
な
お
存
在
し
続
け
る
夫
婦
の
情
愛
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
の
は
、『
今
昔
』
が
『
冥
報
記
』
説
話
の
底
を
流
れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
を
汲
み
取
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
そ
の
上
に
立
つ
『
今
昔
』
独
自
の
表
現
と
し
て
評
価
で
き
よ
う
。
　
そ
し
て
、
本
話
の
仏
教
説
話
と
し
て
の
主
題
も
、
独
自
本
文
で
あ
る
話
末
評
語
に
於
い
て
「
此
レ
、
偏
ニ
、
法
花
経
ヲ
読
誦
セ
ル
故
ニ
、
二
度
ビ
人
間
ニ
生
レ
テ
宿
因
ノ
厚
キ
事
ヲ
顕
セ
ル
也
ト
ナ
ム
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
明
確
に
解
説
し
て
い
る
。
ま
と
め　
『
今
昔
物
語
集
』
が
『
冥
報
記
』
か
ら
継
承
　
　
　
　
で
き
な
か
っ
た
も
の
　
『
冥
報
記
』『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』『
今
昔
物
語
集
』
の
三
種
類
の
「
崔
彦
武
」
話
を
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、『
冥
報
記
』
本
文
が
、
簡
潔
な
表
現
の
な
か
に
繊
細
な
感
情
の
変
化
を
織
り
込
ん
で
い
る
、
文
学
性
の
高
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
は
、
あ
え
て
『
冥
報
記
』
の
描
く
夫
婦
の
感
情
の
機
微
を
削
ぎ
落
と
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
華
経
の
奇
跡
へ
の
宗
教
的
感
動
に
特
化
し
た
物
語
へ
と
、
テ
キ
ス
ト
を
変
換
し
た
。
　
『
今
昔
物
語
集
』
は
、『
冥
報
記
』
の
誠
実
な
解
釈
を
目
指
し
た
テ
キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、「
汝
ヂ
不
知
ズ
ヤ
、
我
レ
ハ
此
レ
、
汝
ガ
妻
ト
シ
テ
此
ノ
家
ニ
有
リ
キ
。
我
レ
、
産
ニ
依
テ
死
セ
リ
シ
也
」
と
い
う
、『
冥
報
記
』
に
お
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い
て
は
描
写
さ
れ
な
か
っ
た
崔
彦
武
の
主
人
に
対
す
る
、
妻
の
転
生
者
で
あ
る
と
い
う
宣
言
を
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
本
文
中
に
組
み
込
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
大
な
内
容
の
ず
れ
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
夫
が
、
言
葉
と
し
て
で
は
な
く
、
実
感
と
し
て
崔
彦
武
が
妻
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
ゆ
く
過
程
が
丁
寧
に
描
か
れ
る
た
め
に
は
、
夫
が
自
発
的
に
妻
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
ゆ
き
、
そ
の
死
と
い
う
核
心
的
な
出
来
事
に
言
及
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
妻
が
「
産
ニ
依
テ
死
セ
リ
シ
」
と
い
う
事
実
は
、
本
話
に
お
い
て
本
来
は
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
多
く
の
中
国
の
説
話
同
様
、
本
話
も
ま
た
背
景
に
は
儒
教
的
倫
理
感
が
は
た
ら
い
て
お
り
、
妻
が
出
産
に
よ
っ
て
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
妻
が
家
の
た
め
に
男
子
を
産
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
誕
生
し
た
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
妻
が
婦
道
を
全
う
で
き
ず
に
死
ん
だ
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
死
は
、
妻
に
と
っ
て
は
夫
へ
の
大
き
な
負
い
目
で
あ
り
、
最
大
の
無
念
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
本
話
は
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
華
経
の
功
徳
で
前
世
に
勝
る
人
生
へ
の
転
生
を
果
た
し
た
と
い
う
の
み
で
あ
れ
ば
、
そ
の
新
し
い
人
生
を
全
う
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
に
前
世
の
記
憶
を
取
り
戻
す
必
要
は
無
い
。
崔
彦
武
が
出
世
の
後
に
前
世
の
記
憶
を
取
り
戻
し
た
の
は
、
妻
が
夫
に
対
し
、
自
ら
の
死
を
補
償
す
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
た
こ
と
こ
そ
が
原
因
な
の
で
あ
る
。
自
ら
の
髪
や
身
の
回
り
の
品
々
を
、
人
知
れ
ず
、
家
の
あ
ち
こ
ち
に
隠
す
と
い
う
不
自
然
な
行
動
も
、
死
後
も
こ
の
家
と
の
縁
が
切
れ
な
い
よ
う
に
妻
が
施
し
た
ま
じ
な
い
0
0
0
0
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
冥
報
記
』
末
尾
の
「
彦
武
留
衣
物
、
厚
給
主
人
而
去
」
と
い
う
一
文
は
、「
厚
く
主
人
に
給
し
」
と
い
う
部
分
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。
夫
は
妻
の
恵
ま
れ
た
転
生
を
知
り
、
妻
は
夫
へ
の
補
償
を
果
た
し
、
夫
婦
は
漸
く
ど
ち
ら
も
心
の
救
済
を
得
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
本
話
に
は
婦
徳
と
い
う
儒
教
的
な
側
面
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
知
識
人
官
僚
で
あ
る
唐
臨
が
自
ら
の
周
囲
へ
の
聴
き
取
り
に
よ
っ
て
編
纂
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
説
話
の
儒
教
的
倫
理
性
は
、『
冥
報
記
』
が
従
来
の
仏
教
説
話
集
と
は
一
線
を
画
す
所
以
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
特
徴
な
の
で
あ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
は
、
描
か
れ
る
感
情
こ
そ
荒
削
り
な
も
の
に
な
っ
た
が
、『
冥
報
記
』
説
話
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
は
継
承
し
得
た
。
し
か
し
、
話
末
評
語
に
お
い
て
、
こ
の
奇
跡
の
原
因
を
「
偏
ニ
0
0
、
法
花
経
ヲ
読
誦
セ
ル
故
」
と
、
法
華
経
の
力
の
み
に
拠
る
も
の
と
断
定
し
て
し
ま
っ
た
。
人
の
強
い
倫
理
感
に
対
し
天
が
感
応
し
て
奇
跡
が
生
じ
る
と
い
う
、
孝
子
伝
等
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
天
人
相
関
的
観
念
を
十
分
に
汲
み
取
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
が
、
風
土
を
異
に
す
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
限
界
で
あ
っ
た
。
注（
１
）　
『
全
唐
文
』
所
収
『
滑
州
明
福
寺
新
修
浮
図
記
』
本
文
に
つ
い
て
は
、『
全
唐
文
新
編
』（
周
紹
良
主
編　
吉
林
文
史
出
版
社　
２
０
０
０
）
を
参
照
し
た
。
（
２
）　
定
俊
の
語
り
の
部
分
を
以
下
に
書
き
下
す
。
　
　
　
『
冥
報
記
』
に
云
ふ
。
隋
の
開
皇
年
中
、
滑
の
人
、
杜
明
福
の
妻
斎
氏
、
嘗
て
『
法
華
經
』
を
読
み
、
没
後
に
崔
氏
の
男
子
と
為
る
。
名
は
彦
武
な
り
。
仁
寿
四
年
に
至
り
、
崔
、
年
三
十
、
滑
の
守
と
為
る
。
一
日
、
了
然
と
し
て
前
生
の
事
に
通
じ
、
顧
み
て
従
者
に
謂
ひ
て
曰
く
「
吾
、
昔
、
此
の
郡
の
人
婦
為
り
。
今
に
家
処
を
知
る
。」
と
。
因
り
て
馬
に
乗
り
城
に
抵
り
、
修
巷
に
入
り
て
、
門
を
指
し
て
杜
氏
を
呼
ば
ふ
。
明
福
老
ひ
た
り
。
疾
く
出
で
て
拜
迎
す
。
崔
、
門
に
入
り
て
先
づ
堂
に
昇
り
、
東
壁
の
の
隆
き
処
を
指
し
、
明
福
に
謂
ひ
て
曰
く
「
吾
、
昔
、
持
す
る
所
の
経
巻
・
金
釵
、
此
に
蔵
せ
り
。
第
七
巻
の
紙
〔　　〕10
末
、
火
や
き
て
字
滅
す
。
今
、
念
じ
て
此
に
至
る
每
に
、
常
に
巻
を
終
え
ず
。」
と
。
因
り
て
垣
を
壊
つ
に
、
果
し
て
経
並
び
に
釵
を
得
た
り
。
其
の
末
の
け
し
処
、
咸
説
く
が
如
し
。
複
た
庭
前
の
樹
を
指
し
て
曰
く
「
吾
常
に
髪
を
断
ち
て
、
諸
の
穴
中
に
置
け
り
。」
と
。
之
を
取
る
に
又
得
た
り
。
明
福
殆
ど
情
に
勝
へ
ず
云
は
く
「
皆
、
亡
室
の
遺
し
記
せ
し
所
な
り
。」
と
。
物
故
の
日
を
比
べ
計
り
て
、
生
る
る
の
年
に
及
ぶ
に
、
略ほぼ
差
無
し
。「
あ
あ
、
霊
験
応
兆
、
既
に
彼
の
如
し
。
存
没
契
会
、
又
此
の
如
し
。」
感
歎
す
る
こ
と
、
こ
れ
久
し
。
遂
に
請
ひ
て
宅
を
施
し
て
寺
と
為
す
。
崔
、
即
日
、
之
が
為
に
上
言
し
、
寺
を
置
く
を
請
ふ
。
因
り
て
明
福
と
号
す
。
是
に
由
り
て
殿
中
に
虚
屋
を
起
こ
し
、
周
廊
を
回
廻
せ
し
め
、
前
の
三
は
其
の
門
と
し
、
庭
の
二
は
其
の
台
と
す
。
危
楼
に
架
す
る
に
声
鍾
を
以
て
し
、
修
茎
に
植
う
る
に
飛
旙
を
以
て
す
。
界
宇
峻
厳
に
し
て
、
宛
も
鷲
山
が
如
し
。
茲
に
三
百
有
余
年
な
り
。
（
３
）　
高
山
寺
本
『
冥
報
記
』「
崔
彦
武
」
を
、
他
本
に
よ
り
校
訂
し
た
本
文
を
以
下
に
掲
げ
る
。
高
山
寺
本
は
『
冥
報
記
・
広
異
記
』（
方
詩
銘
輯
校　
中
華
書
局　
１
９
９
２
）、
前
田
家
本
は
『
冥
報
記
の
研
究　
第
一
巻
』（
説
話
研
究
会
編　
勉
誠
出
版　
１
９
９
９
）
を
参
照
し
た
。
　
　
隋
開
皇
中
、
魏
州
刺
史
博
陵
崔
彦
武
、
因
行
部
、
至
一
邑
。
愕
然
謂
従
者
「
吾
昔
甞
在
此
邑
中
為
人
婦
。
今
知
家
処
。」
迴
馬
入
脩
巷
、
曲
至
一
家
、
叩
門
命
主
人
。
主
人
公
年
老
、
走
出
拜
謁
。
彦
武
入
家
、
先
升
其
堂
。
視
東
壁
上
去
地
六
七
尺
有
高
隆
、
謂
主
人
曰
「
吾
昔
所
読
法
華
経
并
金
釵
五
隻
蔵
此
壁
中
。
高
処
是
也
。
経
第
七
巻
尾
後
紙
、
火
焼
失
文
字
。
吾
至
今
毎
誦
此
経
至
第
七
巻
尾
、
恒
忘
失
不
能
記
。」
因
令
左
右
鑿
壁
、
果
得
経
函
。
開
第
七
巻
尾
及
金
釵
並
如
其
言
。
主
人
涕
泣
曰
「
亡
妻
存
日
、
常
読
此
経
。
釵
亦
是
亡
妻
之
物
。
妻
因
産
死
、
遂
失
所
在
。
不
謂
使
君
乃
示
其
処
。」
彦
武
亦
云
「
庭
前
槐
樹
、
吾
欲
産
時
、
自
解
頭
髮
、
置
此
樹
穴
中
。
試
令
人
探
。」
果
得
髮
。
主
人
於
是
悲
喜
。
彦
武
留
衣
物
、
厚
給
主
人
而
去
。（
崔
尚
書
敦
礼
説
云
然
。
往
年
見
盧
文
勵
亦
同
、
但
言
斉
州
刺
史
不
得
姓
名
、
不
如
崔
具
。
故
依
崔
録
。）
（
４
）　
京
下
士
人
多
知
之
。
崔
尚
書
敦
礼
具
為
臨
説
。
閻
尚
書
立
徳
亦
説
云
尓
。（
高
山
寺
本
）
（
５
）　
当
該
紙
面
は
『
大
河
報
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
http://new
paper.dahe.cn/dhb/htm
l/2010-10/15/node_593.htm
（2016/1/15
ア
ク
セ
ス
）
（
6
）　
『
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
』
に
「
於
開
元
廿
年
正
月
十
五
日
、
在
滑
台
大
雲
寺
、
設
無
遮
大
会
」
と
見
え
る
。
（
7
）　
『
太
平
広
記
』
巻
三
八
七
・
三
八
八
は
「
悟
前
生
」
の
標
題
で
、
本
話
を
含
め
二
十
一
話
の
転
生
譚
が
類
聚
さ
れ
て
い
る
が
、
男
か
ら
女
、
女
か
ら
男
へ
の
転
生
譚
は
各
々
二
話
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
の
話
で
は
転
生
の
前
後
に
お
け
る
性
別
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
後
世
の
作
品
で
あ
る
が
、
清
代
の
筆
記
小
説
『
子
不
語
』
巻
十
三
「
曹
能
始
記
前
世
」
は
進
士
の
曹
能
始
が
旅
先
で
突
然
前
世
の
記
憶
を
取
り
戻
し
、
そ
の
地
に
あ
る
自
分
の
旧
宅
に
行
き
、
白
髪
の
老
婆
と
な
っ
た
妻
と
再
会
し
、
彼
女
の
余
生
の
た
め
に
財
産
を
分
け
て
や
っ
た
、
と
い
う
話
で
、
類
例
と
し
て
『
文
苑
英
華
』
よ
り
白
敏
中
に
よ
る
崔
彦
武
説
話
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
話
も
男
か
ら
男
へ
の
転
生
で
あ
る
。
（
８
）　
滑
県
文
化
広
電
新
聞
出
版
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
拠
る
。
　
　
http://w
w
w
.hnhxw
hw
.com
/new
s/view
/id/5680f03241a5f
（2016/
1/15
ア
ク
セ
ス
）
（
９
）　
『
魯
迅
全
集　
第
九
巻
』（
修
訂
版　
人
民
文
学
出
版
社　
２
０
０
５
）
所
収
。
（
10
）　
『
法
苑
珠
林
』
本
文
は
『
法
苑
珠
林
校
注
』（
周
叔
迦
・
蘇
晋
仁
校
注　
中
華
書
局　
２
０
０
３
）
に
拠
る
。
（
11
）　
『
今
昔
物
語
集
』
本
文
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
小
峯
和
明
校
注　
岩
波
書
店　
１
９
９
９
）
に
拠
る
。
